
2021 年 10 月 15 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 コ    ナ    カ 

代 表 者 取締役社長 CEO 湖中 謙介 

（コード番号：7494 東証第一部） 

問合せ先 取締役専務執行役員 CFO 土屋 繁之 

（℡ 045-825-7700） 

https://www.konaka.co.jp 

 

 
 

連結子会社の特別損失（減損損失）の計上、2022 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績

値の差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社の連結子会社である株式会社サマンサタバサジャパンリミテッドが、本日「特別損失（減損損

失）の計上、2022 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値の差異および通期業績予想の

修正に関するお知らせ」を公表いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、上記影響における当期業績に与える影響につきましては、他の要因も含め現在精査中のため、

確定次第速やかに公表いたします。 

 

 

 

（添付） 

別添「特別損失（減損損失）の計上、2022 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値の

差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」 

 

以 上 



  

 
 

2021 年 10 月 15 日 

各 位 
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特別損失（減損損失）の計上、2022 年２月期第２四半期連結累計期間の業績予想と 

実績値の差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年２月期第２四半期連結累計期間（2021 年３月～2021 年８月）において、下記の通り特別

損失（減損損失）を計上いたしました。また、2021 年４月 14 日に公表しました 2022 年２月期第２四半期

連結累計期間の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせします。

併せて、2022 年２月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 特別損失（減損損失）の計上について 

 当社は、当社が保有する固定資産に減損の兆候が認められたことから、将来の回収可能性を検討した結果、

当第２四半期連結会計期間において、固定資産の減損損失 （662 百万円）を計上することといたしました。 

 

 ２.2022 年２月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想と実績値の差異 

（2021 年３月１日～2021 年８月 31 日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,909 △ 255 △ 256 △ 313 △ 5.81

実績値(B) 11,851 △ 1,828 △ 1,686 △ 2,434 △ 36.97

増減額(B-A) △ 4,057 △ 1,572 △ 1,429 △ 2,121 

増減率(%) △25.5 - - - 

（ご参考）前期実績 

（2021 年２月期 

第２四半期） 

7,921 △ 2,043 △ 1,872 △ 8,091 △ 191.42

 

 

 

 

 



 ３.業績予想数値の修正について 

 （１）2022 年２月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年３月１日～2022 年２月 28 日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 34,165 316 313 102 1.90

今回修正予想(B) 27,857 △ 1,992 △ 1,857 △ 2,751 △ 41.78

増減額(B-A) △ 6,308 △ 2,309 △ 2,171 △ 2,853 

増減率(%) △18.5 - - - 

（ご参考）前期実績 

（2021 年２月期） 
22,594 △ 3,521 △ 3,599 △ 10,049 △ 186.23

 

 

 （２）差異および修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急

事態宣言の延長等の影響によって前回予想から減収となったことに加え、固定資産の減損損失を計上し

ため、前回発表予想との差異が発生しました。 

通期の業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の実績を踏まえ、現時点で入手可能な情報

や予測等に基づき、新たに算定しましたので公表いたします。 

新型コロナウイルス感染症の広がりは、当社グループの事業活動に影響を及ぼしています。今後の広

がり方や収束時期等を予測することは困難であることから、当連結会計年度の年内に概ね収束するとい

う一定の仮定を置いて最善の見積りを行っています。 

なお、業績予想は新型コロナウイルスの感染拡大、収束の状況や時期をはじめとする外的要因により

予期せぬ変動が生じる可能性も否定できないため、大きな変動が見込まれる場合は、改めて速やかに業

績予想を修正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている業績等の予想数値につきましては、本資料の発表日現在において得られた入手

可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる

可能性があります。 

 

以上 


